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1 問題意識 と課題 背景

　近 年、教育専門家 と し て の 発達や力量 形成

の 実態 を解明する た め に 、教師の ラ イ フ コ
ー

ス 研究や ライ フ ヒ ス ト リ
ー

研究が さか ん に お

こ なわれ て い るが （山崎 2012 ）、そ の ほ と ん

どは職業的社会化 （「教師に なっ て か ら」）の

過程の 分析に 比 重がお か れ 、
「教師に なるま で i

の 研究に つ い て は教員養成研究を除けばそれ

ほ ど多 くな い
。

　ま た 、 誰が教員に なるの か とい う観点では 、

教育社会学の 分野で 、「教師 の 経験、成長 にお

い て階層性 が い か な るカを持 っ て い る の か を

問 うこ とは ライフ ヒ ス トリ
ー

研究の 重要 な課

題 で あ る 」 （越 智 ・紅林 2010） との 指摘 が あ

り 、 階層性 に着目した教員 の 歴史的研究や 、

「女性教員問題］ を対象と した研究 の
一

定の

蓄積はあ る 。 しか し、公 立 学校 の 正 規教員 の

エ ス ニ シ テ ィ や国籍に着 目した研究は ほ とん

どな い。

　外国籍者 の公務就任 に っ い て は、戦後法文

規 定を欠 い た まま 「当然の 法理 」 に よ っ て 制

約 されて きた 。

　 これに対 して 、1970 年代に 国籍条項の 撤廃

を求める運 動が行われ、国籍条項 を廃止 す る

自治体が あ らわれ 、 地 方公 務員及 び教員が一

部 自治体にお い て 採用 され 始め た 。 そ の 後 、

「国立又 は公 立の 大学にお け る外国人 教員の

任用等に 関す る特別措置j （1982 年）に よ っ

て 国公 立大 学へ の任用の 途 が開かれ たが 、 文

部省は小 中高等学校の 教員 に つ い て は これ を

認 めない とした 。 さ らに翌 年の 中曽根答弁書

に至 っ て、「当然 の 法理 」 の 適用が小 中高等学

校 の 教員に も及 ぶ とされ た 。
こ うした 中、

1984 年に は長野 県 で 外 国籍者 の 採用 の 内定

が 取 り消 され る と い う事件 が生 じ （後に 「任

用 の 期限を附 さな い 常勤講師」 と して任用）、

国籍条項を廃止 し た 自治体にお い て も任用 が

控 え られ る 事態 を招い た。

　 し か し、1991 年に 大 きな転換を迎 え る 。 同

年 1 月 10 日 の 「日韓法的地位協定に基 づ く

協議の 結果に 関す る覚書」 を受けて 、同年 3

月 22 日付文部省 地方課長通知が 出され、そ

こ で は教員採用試験の 国籍条項が 廃止 され、

そ の 任用 は 「教諭」では なく 、
「任用の期 限を

附 さな い 常勤講師」 と され た
。 給与等待遇面

で は教諭 と同等 と され なが ら 「常に 教務主任

や 学年主任等の 主任の 指導 ・助言 を受けなが

ら補助的に関与する」職 とされ、管理職 の 登

用 も制限され た 。

　 こ うして 、 全 国 の 外 国籍教員数 は 1981 年

の 28 人 か ら 、
1992 年 で 43 人 、

1997 年 で 74

人 、
2008 年で 215 人 と増加 して い っ た

。 た

だ し 、 全教員に 占め る割合は 、外国籍人 口 や

特別永住者 の 比 率と比 べ る と圧倒的 に少な い 。

その 背景に は、外 国籍者が教員採用制度 の 枠

組 み か ら排除 されて きた とい う歴史的経緯が

た ぶん に影響 して い る と考えられ る。

　こ の よ うに 、 1991年以 降は教員採用試験に

お け る国籍条項が廃止 され、全国的に 日本国

籍を有 しなくて も公立 学校教員に なれ る途 が

開かれ たが、その こ とが当の 外国籍者には ど

の よ うに認識 されて い る の か。言い 換えれ ば、
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外国籍者は 「教員に な るま で」 の 過 程にお い

て 、外国籍で ある こ とをどの よ うに経験 して

い る の か 。 そ して、そ の 経験は、外 国籍教員

の 制度的位置づ けと どの よ うに関連 して お り、

ま た、制度の 変遷 と ともにそれは変わ っ て き

て い る の か。これ らの こ とを明 らか にす るた

め に、本報告で は、公 立学校 の 外国籍教員 が

「教員に なるま で 」 の ライ フ ヒ ス トリーの 分

析を試み る。

　 そ の 際、採用年代に着 目し て 「1990 年代以

前」 と 「2000 年代以降」 にわけて 分析 をすす

め る。その理 由は次の 二 点で ある 。 ひ とつ は、

外国籍教員 をめ ぐる制度 の 変化 で ある 。 1991

年の 国籍条項の 廃止 に よ り全国的 に外国籍者

へ の 教員採用の 門戸 が開かれ た が、それ まで

に も採用 されて い るケ
ー

ス が あり、ま た 、私

たちの 調査デー
タか らは、国籍条項廃止 の 周

知 と浸透に は時間が か か っ た こ とが確認 され

たた め、1990 年代以前の 採用世代 を
一

括す る

こ とと した 。も うひ とつ は、教員全体 の 採用

者数の 変遷 で ある。2000 年代以降は採用拡大

の 時期 に あた り、その 傾 向は外国籍教員 の 数

に も見て 取れ る。

　 こ うした外国籍教員に係わ る制度的変化や

教員全体の 採用者数の 変遷をふ ま え て 、外国

籍者が公 立 学校教員になるとい うこ とをめ ぐ

る採用年代 ごとの 経験の 相違 につ い て 明 らか

にす るこ とが本報告 の 目的で ある 。

2　調査の概要

　 私た ちは 「外国籍教員 の 任用実態に 関す る

調査」 （2012 年度） とし て、全国都道府県政

令指定都市教 育委員会に対 して外国籍教員数

の 実態把握を試みた （回収率 91％）。そ の 結

果 、 公 立学校 に在職する外 国籍教員 257 人 を

把握す る こ とが で きた。

　並行 して、2012 年度か ら 2013 年度に か け

て 、公立小 ・中 ・高等学校に勤務する外国籍

教員 を主な対象 と して 聞き取 り調査を実施 し

た 。 主な 聞き取 り項 目は基本 的属性 、 生い 立

ち と被教育経験、教員志 望理 由、採用ノ配属 ま

で の 手続き、教員にな っ てか らの 状況や実践、

同僚 ・児童生徒 ・保護者との 関係、外国籍教

員に つ い て の 考え等で あるが、本報告では 「教

員に なるまで 」 の経験に か か わる語 りに しぼ

っ て 分析 を進 めた。

　　　　 表 1 イ ン タピュ
ーイ の 属性

国　 　 籍

韓国 朝鮮 中国 台湾 イン ド 無国籍

※国籍名は本人が調査時に述べ た名称 を使用

※ 日本国 籍を含む重国籍 はの ぞく

※ 採用 後、日本国 籍に変更 したケ
ー

ス も有

性　　別 女 性 19名　 　男性 20名

自 治 体 関西 32名　　関東 7名

年　　代
20代 8名　 30代 15名　40代 10名

50代 4名　 60代 2名

校 　 　 種 小 19名　 中 11名　高 8 名　 中高 1名

採 用 年 1990年代 以前 10名 2000年 代以降 29名

　調査 対象者は、外国にル ーツ をもつ 日本国

籍教員や、私立学校教員、関係 する 日本人教

員等 を含 めたため 50 人以 上 に の ぼ っ たが 、

本報告で は、そ の うち外国籍教員 （39人） の

みに焦点を しぼ っ て分析 をお こな っ た （表 1）。

　　　　　　　　　　　 （以 上、棚田洋平）

3　外国籍者が教員に なるまで

（1） 1990年代以前

　 1990年代 以前採用の 外国籍者は 「教員に な

るまで 」 に どの よ うな過程を経てき て い る の

だろ うか 。 ここに 該当する教員は い わゆる黎

明期世代で あ る 。 そ の 際立 っ た特徴 として は 、

長年 の 歴史的背景 の 中で 、 教員になれ ない と

い う前提や不安が共有され て い る こ とで あ る。

そ の よ うな前提や不 安に対 して 、どの よ うに

葛藤 し乗 り越え て きた の か。

　 こ の 年代 の採用者の 語 りか ら、「制度 不信」

型 、「周囲支援」型 、「91 年転機」型の 3 っ の

型 が析出で きた。

  「制度不信 」型

　91 年以前 に国籍条項 を廃止 した 自治体で 、

教員採用試験 を受験 し合格 した教員た ち の 中
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には、不 信感 を抱 きなが ら教員に な っ たケ
ー

ス が見 い だ され る 。 例 えば合格後 の 面接で名

簿登載カ
ー ドが ない と言われ た り、合格 して

名簿登 載 されて もい っ まで も採用 の 声が か か

らなか っ たが後 に登載順番が下位 では ない こ

とを知 っ た り、採用者は ない と言われ なが ら

実 はあ っ たな ど とい う不条理 なも の で ある 。

かれ らは 、制度的に門戸が 開かれ て も運 用 上

の 透明さを確信で きずに 、採用試験合格後任

用ま で の 長い 期間に 強い 葛藤や焦燥感な どを

経験し て い る 。

  「周囲支援」 型

　 こ の 年代の 採用者の 語 り に は 、教員に な り

た い とい う強い 志望動機 が あま りあ らわれ て

い ない
。 む し ろ就職や進学に制限 が ある中で

、

経済的理 由で国立大学しか受験で きず 、 進学

した先が教育学部や教育大学であ っ た と い う

消極的理 由で教育職員免許状 を と る こ とに な

っ た者が い る。 しか し、大学教員や 関係 団体

等 が外国籍教員 を産 み 出す こ とに積極的に か

か わ り、 そ の 動きに背 を押 され た り水路づ け

られて教員 へ の 道に乗 りだ した 。 そ の 中には 、

自治体の 国籍条項 の 廃止 を求めて裁判をお こ

な っ たケ
ー

ス もあ る 。
こ うして 支援を受 け つ

つ 教員 へ の 道を実現 して い くが 、 そ の た めに

先駆者 と して の 強 い 自覚 も抱 い て い る 。

  「g1 年転機」 型

　 「91年」の 制度転換が大 きな転機 とな っ て

教員 にな っ た と い う外国籍者もい る 。
こ の 年

代の 外国籍者 はなお就職 で 苦労を強 い られて

い た 。 30代で常勤講師 とな っ たもの の 将来に

不安 を感 じて い た矢先 に 「91 年」が あっ たと

い う者、20 代後半まで アル バ イ トを し て い た

が、夜間中学校 との 出会い か ら教員 を志望 し、

「91年」を契機に受験 した とい う者な どが い

る 。 また 、 同級生がみ な就職 して い く中で 自

分だ けが企 業採用が うま くい かず 、 講師 を し

なが ら採用試験 を受験 して い た が （当該自治

体 は国籍条項 を外 して い た）、 1991 年度に よ

うや く合格 した者 もい た 。

　以 上 の よ うに、1990 年代以 前 の 世代 は、「教

員にな る」 こ とは 自明では ない とい う強 い 認

識 と緊張感、葛藤を強 い られて い た。ま た、

採用枠 が小 さか っ た時代に は、不合格 の 理 由

が 自分 の 能力不足か国籍ゆえなの か わ か らな

い とい う不安 もあっ た。その 不安や葛藤に苦

しみ つ つ 教員 へ の 道 を結果的に は果た して い

くが 、そ の 背後 に周囲 の 直接的支援や市民運

動等の 間接的支援が あ っ た こ とが こ の 時期 の

特徴 で あ る 。

　　　　　　　　　　　　（以 上 、 榎井縁）

（2）2000 年代 以降

　2000 年代以降は、団塊の 世代が定年を迎え

る こ とに 伴 っ て 、教員採用数が拡大 して い っ

た時期で もある。本報告の 聞 き取 り対象者で

は 、
29 名が 2000 年代以降に教員採用 され て

い る 。 そ こ には 年齢や被教育経験な ど に おい

て 多様な外 国籍教員が 含まれ て お り 、 外国人

学校出身者や 留 学生 、ニ ュ
ーカ マ

ーなど 、教

員になる ま で の 経緯 も多様化 し て い る。

　で は 、
2000 年代以降採用者は 、外国籍で あ

る こ とを どの よ うに経験 し て い る の だ ろ うか 。

全体と し て 、
こ の 年代 に はそれ以前 の採用者

に見 られ たほ どの 厳 し い 不安や葛藤は語 られ

て い な い
。 中に は 、 全 く とい っ て い い ほ ど不

安 も な く教員 に な っ て い る ケ
ー

ス もあ る。

「91年」が浸透 し て きて い る様子 が確認 で き

るが 、 教員に なれ る と い う情報 の 入 手や、受

験や合格する た めに とっ た行動や戦略におい

て 、なお外 国籍者特有 の 経験を して い る 。

　こ こ で は、2000 年代以降採用 の 29 名 の 語

りの 特徴 を、以下の 3 つ に わ けて説 明する 。

  「環境認知」 型

　 「91 年」以降に被教育経験 の あ る世代の 語

りか らは 、 実際の 外国籍教員 の 存在が見 え始

め る 。
っ まり 「先に採用 された外国籍者を知

っ て い た」「自分 と同 じ民族的 出自の 先生 に 出

会 っ た」 とい う経験で ある。 こ れ ら の 出会い

に よっ て 教職 へ の
“
憧れ

”
とい う内的な志望
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動機は 、よ り現実的な
“

進路
”

の 選択肢 と し

て意識され る 。

一方、直接外 国籍教員に出会

わ なくて も、担任教員 をは じめ とす る、ま わ

りの 環境か ら外国籍教員の 存在 を知 るとい う

事例 もある。これ には人権教育や民族教育の

実践が さか ん で あるとい う地域性や、個人 の

被教育経験が 大い に関連 して い る。

　 こ うした語 りか ら読み 取れ るの は、外国籍

者 として の 自らの 背景 を意識づ ける よ うな被

教育経験や 、ロ
ール モ デ ル とい う存在 の 有効

性で ある 。

  「情報確認 」型

　同 時に、国籍条項廃止 を情報と して調べ 、

募集要項を確認するタイ プが あ る。合格実績

の あ る自治体や任用 の職 の 違い を調べ る者 も

い た。これ にはイ ン ターネ ッ ト等検索 ツール

の 普及 もあ り、個人が情報 に触れ る機会が増

えたこ とが 大き く影響 して い る 。 また教育職

員免許状取得 の 際 に、「大学職員か ら肩 書が異

なるが外国籍者も教員に なれ る旨を伝え られ

た」 な ど、
「91 年」 が徐 々 に社会に認識され

始め て い る こ とを あ らわす語 りもみ られ た。

  「積極活用 」 型

　2000 年代以 降採用者の なかに は、外国籍で

ある こ とを 「教員になる 」 うえで の プラ ス 要

因 として語 る傾 向が み られ る。採用 試験にお

い て 、 自らの 言語 能力や生い 立 ち、「民族性」

をア ピール する とい う事例 もみ られ た。こ れ

らは 、日本社会に お い て 「多文化共生 」 の 考

え方が定着 し始 めた こ とや 、ニ ュ
ーカ マ ー外

国人児童生徒数の 増加や総合的な学習の 時間

の 導入に よ っ て 国際理 解教育や異文化理解教

育等が強化 された こ とな どの 社会的 ・教育的

変化 と関連 し て 考え る こ とが で きる 。

　以上 、2000 年代以 降に 教員に な っ た外国籍

者に と っ て 「外国籍で あ る こ と」 は、情報や

出会 い に よ っ て 乗 り越 え るべ き不安とし てな

お存在す るも の の
、 積極的 に ア ピー

ル する 自

らの 特徴と し て も経験 され て い る の で ある 。

　　　　　　　　　　　 （以上 、 薮田直子）

4　考察

　本報告で は、39名 の外 国籍教員の 経験を採

用年代 とい う視点で 分析する こ とに よ っ て 、

外 国籍者が 「教員 になるまで 」 の 経験の 時代

変化 を明 らか にす る こ とが で きた。

　 1990 年代以前採用の 教員は 、外国籍者の 公

立学校任用が制度的に も運用上で も未整備 な

中で 強い 不安 を抱 えてお り 、 個人 の意思 を超

えた支援に後押 し され教員にな る者が多くみ

られ た 。 対 して 2000 年代以降になる と、具

体的な ロ
ー

ル モ デル の 出現や、国籍条項廃止

とい う情報の 普及 か ら、特別な 支援を経な く

とも多様な ル
ー

トか ら教員 にな る者が現われ

て くる。こ うした 外国籍教員の 経験の 変化 は

「91 年」とい う制度的変化が社会に認知 され、

浸透 して い く過程 と大い に 関連 して い る 。 そ

れに伴 っ て 、
「外国籍者で ある こ と」の 不 安は

軽減 し、 そ の 内容に も変化 が見 られ る 。

　 しか し、「91 年」 以後も依然 として 教員に

な るま で に位相が 異なる もの の 何 ら か の不安

を抱き、それに 対 し て それぞれ に 対処 し て き

て い るケー
ス も多か っ た。これ は 、 外国籍者

が 「教員に なるま で 」 の 過程に 未だ解消 され

る べ き不安が残 っ て い る こ とを示 し て い る 。

　ま た、現行の 「任用 の 期限 を 附さな い 常勤

講師」 と い う職で は 、管理職等 に就けな い と

い う制約が もうけられて い る。その こ とをふ

まえれば、外 国籍者 が 「教員 に なるま で 」 に

くわえ て
、

「教員に な っ て か ら」の 経験 にっ い

て も分析 し て い く必 要が あ る 。

※ 本 報 告 は 、平 成 24・25 年度科学研究費補助 金（挑戦

的 萌芽 研 究 「公 立 学 校 に おける外国籍教員の 実態 と

課 題の 解明」 研 究代 表 者 ： 中島智 子 ） に よ る成 果の

一部 で あ る。
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